
東大生と考える職業図鑑 

地域の未来を 
変えていく！ 
高畠町商工観光課  
ブランド戦略係長 鈴木祐介 



山形県高畠町とは 

人口 約23,000人   東京駅から新幹線で２時間15分      

 1973年、近代農業が推奨される時代に、地域環境を大切に

するため高畠町有機農業研究会を地域の若手農業者が立ち上

げた。有機農業の分野では全国でも注目を集め、現在も有機

農業水稲栽培面積は山形県内でトップを牽引し続けている。

現在は、若手農家たちが「健康な食」を町内に広めることを

テーマに活動をスタートさせた。 

 また、県内でも食品加工業が特出している地域であり、ジ

ャムやドレッシング、ワイン、日本酒などが製造され、全国

の百貨店等でも人気のあるものが多い。最近は、海外進出

（輸出）を視野に入れた事業が展開されている。 



地域の魅力を知らずに、町を出ていく 

若者の流出、地域力の低下、地域産業の弱体化 

 

魅力的なコンテンツが地域にはたくさんあるが 

地域に関わる機会が少ない 



地元中高生と地域で活躍する大人をつなぐきっかけ 

東大生と考える職業図鑑（R4東大FS現地活動） 

１．町内でのフィールドワーク（地元学生と共に現地活動） 
２．探究学習等の授業時間を活用（現状分析、課題設定、事業計画等） 
 
 

高畠高校の魅力化のための新しいプロジェクトを考案、実践！ 

リーダー経営人財育成塾 

地元中高生 
つながる 

 
インタビュー 



高畠高校魅力化へのプロジェクト（地元学生×東大生） 

地域の魅力を組合せ、町へ人が集まってくる 

若者の流入、地域力の向上、地域産業の活性化 

町独自の教育（体験）プログラムとして確立 

 

地元企業×高校 
 

商品開発 
プロジェクト 

 

農業×高校 
 

食と健康 
プロジェクト 

 

観光×高校 
 

音楽FES 
プロジェクト 

《実践プログラム例》 
東京大学FS 

 
 

現地活動 
 

フィールド 
ワーク 

 
ワークショップ 

 
オンライン 

MTG 

 
 



１-３月 

2023年度東大FS 事業スケジュール（予定） 

オリエンテーション 
学内ワークショップ、オンラインによるMTG 

４月 
５-７月 

８-９月 

現地活動① まずは高畠を知り、関係性を構築 
 現地ヒアリング（学校、町内企業、地域団体など） 
 フィールドワーク 

現地活動② 探究学習等の時間でワークショップ実施 
学内研究 
オンラインでのMTGで学習を補完する 

現地活動③ プロジェクト発表、実施（現地報告も兼ねる） 

※現地活動の時期は、コロナ等の感染拡大状況を見て最終的に決定します。 

10-12月 


